
部
長
の
挨
惜
割

問
品
目
之
町
軒

十
一
月
三
十
日

合
場
組
府
間
幌
川
崎
町
法
光
寺
本
撃
院
出
身
小
屋
舜
正
郎
住
職
｝

出

張

者

熊

士

午

前

二

太

田

純

志

君

高
一
一
一
島
瑞
岳
君

技

師

中

四

以

智

仲

間

君

以
外
に
登
山
参
拝
岡
及
青
年
閣
に
お
仁
詩
演
布
教
ぜ
し
事
数
多
今
は
悉
皆
列
記

す
る
の
余
裕
な
け
れ
ば
略
す
。

終
り
に
先
輩
並
円
い
有
志
諸
彦
の
御
後
援
さ
合
員
一
一
同
の
熱
誠
と
た
以
て
講
演
部

の
盆
均
隆
盛
毅
展
の
程
た
切
望
す
。
以
上

F

鳴
月
記
）

i文i
i墜E
；音I~; 
：か！
；らi

太中

阿傑

事授

幹霊士

過
去
や
救
ふ
事
た
知
っ
て
未
来
お
救
ふ
事
島
知
ら
ぬ
も
の
や
、
未
来
や
救
ふ

事
た
知
っ
て
現
在
た
救
ふ
事
ら
知
ら
ぬ
や
う
な
諸
種
の
宗
総
間
同
が
、
相
靴
剖
仙
の

地
上
に
所
爽
ま
き
ま
で
列
べ
ら
れ
て
居
る
、
人
心
救
済
、
生
活
改
善
、
社
合
げ

化
、
此
等
が
宗
教
運
動
の
目
的
で
あ
り
理
想
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
の
宗
教
家

は
人
類
主
義
に
徹
ぜ
る
信
愛
か
表
安
し
な
く
て
は
．
光
り
輝
〈
宗
殺
生
命

ιは

閥
れ
得
な
い
。
伽
藍
例
数
の
叩
佃
咽
牌
寂
主
義
は
像
法
過
時
の
唯
物
、
個
人
解
脱
の

自
利
的
行
動
は
正
法
時
代
の
化
調
切
で
あ
る
、
今
に
し
て
五
日
＃
青
年
宗
欽
家
が
白

貸
し
な
か
っ
れ
ら
・
共
身
に
冥
き
よ
り
関
、
す

ι入
る
L
Z
し
れ
な
ら
ば
、
人
間

は
単
に
動
物
以
外
の
何
物
で
も
な
い
、
紬
附
や
仰
が
そ
が
由
暗
鬼
さ
し
て
何
の
銭
め

に
理
智
た
奥
へ
れ
の
で
あ
ろ
う
上
有
頂
か
ら
下
奈
終
に
住
む
五
回
阜
の
心
は
本

来
本
有
の
民
現
で
は
な
い
か
、
そ
こ
に
確
か
に
沈
ん
で
居
る
の
は
宗
教
の
民
髄

で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
の
法
性
か
し
っ
か
り
握
り
得
大
人
々
こ
そ
悌
陀
で
あ
り

聖
人
で
あ
る
、
J
訟
は
人
に
依
っ
て
栄
え
る
い
そ
う
花
宗
教
は
人
に
依
っ
て
現
は

れ
、
人
に
依
っ
て
培
は
れ
、
そ
う
し
て
人
か
養
ふ
て
く
れ
る
も
の
ピ
、
現
代
に

於
て
其
の
表
現
方
法
げ
い
こ
方
面
が
あ
る
。
一
は
緋
論
之
、
一
は
文
部
平
で
あ
る
、

今
緋
論
の
償
催
与
一
五
h

押
す
る
場
合
で
は
な
い
が
、
批
剣
は
針
立
的
に
ぜ
れ
ば

な
ら
ね
、
い
門
出
品
な
見
解
か
も
知
れ
ぬ
が
、
刊
持
論
は
惜
慣
に
空
間
的
（
十
方
の
所
産

で
空
の
も
の
で
・
文
筆
は
竪
に
時
間
的
ニ
ニ
世
〉
の
も
の
で
有
で
あ
る
、
然
ら
ぱ

存
在
さ
償
制
帆
に
於
て
い
づ
れ
が
時
代
ル
大
多
に
支
回
し
活
動
し
準
化
し
行
〈
か

時
さ
場
A
H
に
依
っ
て
其
の
優
劣
は
決
し
難
き
も
・
共
の
根
本
は
文
筆
に
依
っ
て

償
値
づ
げ
ら
る
、
事
は
明
白
な
る
事
官
一
で
あ
る
“
品
町
長
諸
震
が
租
山
の
蝕
附
筆
か

白
ら
一
は
、
、
る
の
慨
は
あ
る
が
、
は
穴
し
て
そ
れ
が

λ
向
精
震
の
奥
扉
た
関
与
、
得

る
か
、
地
問
Z
文
Z
は
或
点
ま
で
一
致
Z
同
退
去
中
認
め
れ
ば
な
ら
ね
。
然
る
に
此

の
楼
榊
は
ど
う
が
、
余
り
に
紙
上
た
醜
く
す
る
や
う
な
苦
言
は
銭
し
得
れ
く
な

い
、
只
校
正
の
不
備
さ
編
輯
の
不
振
、
立
た
謝
L

氾
々
さ
諸
震
の
努
カ
Z
奮
闘

か
一
耽
る
ば
か
り
で
あ
る
。

毎
月
寄
乏
し
て
下
さ
る
書
籍
雑
誌
答
私
、
一
同
熱
心
に
拝
見
し
て
目
的
る
か
ら

其
の
御
芳
名
ら
銭
し
、
度
み
て
謝
意
や
表
し
よ
う
、
大
崎
血
予
報
ヘ
日
蓮
宗
大
曲
宇

殿
）
、
天
業
民
報
F

天
業
民
報
枇
殿
、
日
宗
新
聞
（
日
宗
新
聞
社
殿
V
J身
延
数
報

ハ
身
延
数
報
社
殿
】
、
雄
緑
、
太
陽
、
巾
央
公
論
、
現
代
、
解
放
、
改
造
、
判
明
白
川
軍

四
郎
殿
）
、
唯
て
費
醒
（
大
日
本
質
醒
開
殿
）
、
三
賀
（
森
江
書
店
殿
、
宣
明
庵

（
日
蓮
妙
龍
舎
殿
、
聞
の
敬
一
台
市
域
開
設
社
殿
ス
信
友
合
月
報
ハ
信
・
友
令
月
報

部
殿
て
あ
さ
ひ
（
大
阪
あ
さ
ひ
社
殿
て
俸
道
ハ
大
阪
停
泊
叫
閣
殿
｝
開
徽
天
業

民
報
位
殿
J

微
妙
へ
大
阪
願
正
護
河
合
本
部
殿
て
東
海
中
正
新
聞
、
佐
藤
天
洲

殿
〉
、
香
川
日
報
へ
黒
浮
松
南
殿
）
、
購
讃
雑
誌
の
中
に
無
時
光
、

A
円
掌
、
法
輩
、

中
撃
生
、
中
事
世
界
、
偽
数
曲
学
雑
誌
、
第
一
義
、
宗
報
、
密
宗
撃
報
、
例
数
研
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究
、
六
傑
事
報
、
中
外
日
報
、
宗
欽
の
婆
術
、
民
衆
公
論
、
交
官
製
遜
報
、
中
央

併
殺
、
併
殺
倶
楽
部
、
清
流
、
文
化
生
活
等
で
あ
る
、
靭
〈
内
外
に
バ
－
っ
て
日
出

ろ
か
ら
に
は
国
主
室
の
み
に
於
て
も
、
一
角
の

L
の
知
り
さ
成
り
得
る
ご
田
山
ふ

大
い
に
勉
強
し
て
〈
れ
給
へ
。
（
赤
章
｝

運

動

部

か

ら

新
し
い
時
代
か
造
る
に
は
、
新
し
い
活
動
が
必
要
で
あ
る
u

新
し
い
一
行
動
の

盛
ん
な
闘
は
、
い
つ
も
新
し
い
方
面
に
後
展
し
っ
、
わ
る
川
闘
で
あ
る
d

そ
れ
Z

同
様

ι、
連
創
L
叉
時
代
主
共
に
歩
調
た
そ
ろ
へ
て
進
む
可
、
き
も
の
で
あ
る
・
放

に
新
し
い
時
代
の
新
し
い
運
動
は
、
其
の
時
代
た
形
遣
る
慮
の
人
川
の
カ
強
い

心
の
後
動
で
あ
る
。

近
時
五
回
凶
に
於
て
各
種
の
運
動
が
、
世
界
の
先
滋
凶
一
に
亙
し
て
進
歩
し
っ
、

わ
る
事
は
、
圃
際
的
に
も
、
社
合
的
に
も
、
帥
柑
叉
同
四
家
隆
盛
の
上
か
ら
云
っ
て

も
・
民
じ
喜
ぶ
可
、
き
現
象
で
あ
る
。
「
健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
身
体
に
宿
る
」

芭
パ
ア
ナ
1
ド
ジ
ヨ
守
が
云
つ
れ
よ
う
に
、
如
何
に
高
速
な
調
組
、
抱
賃
た
以

て
ゐ
て
も
、
そ
れ
に
伶
な
じ
な
い
肉
体
た
持
っ
て
ゐ
て
は
、
到
底
現
資
へ
の
道
程

に
登
る
事
は
出
来
得
な
い
さ
云
ふ
事
は
自
明
の
事
で
あ
る
。

苦
＃
青
年
宗
教
家
の
卵
子
が
将
来
白
鴎
見
ぜ
る
宗
致
家
の
一
員
さ
し
て
、
復
維

な
社
合
n
の
表
面
に
立
ち
、
混
沌
乏
し
て
渦
此
せ
き
流
る
、
思
想
海
に
深
沈
し
っ
、

ゐ
る
時
代
の
人
心
ル
救
済
す
る
に
は
、
白
分
臼
ら
刊
品
目
の
組
側
叩
に
抜
子
守
切
っ
て

進
ん
で
行
く
さ
云
ふ
貸
借
が
な
か
ら
ね
ば
な
ら
拘
・
其
の
究
俗
で
あ
る
以
上
身

体
の
強
健
之
一
五
ふ
事
は
片
時
も
忘
却
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
に

お
い
て
か
‘
五
日
租
山
事
院
に
も
近
頃
非
常
に
運
動
熱
が
頭
た
鑑
げ
て
市
却
に
さ
一
五

ふ
事
は
首
都
に
於
て
最
も
喜
び
さ
す
Z
由
酷
で
あ
る
Q

口
各
部
の
中
で
も
剣
道
部

が
一
向
振
は
な
い
の
は
浅
念
に
、
そ
れ
に
は
二
、
7
し
穴
霊
山
に
鈴
り
烈
し
い
撃

剣
の
品
目
が
す
る
の
は
ど
う
か
し
ら
：
：
：
さ
云
ふ
懸
念
も
あ
り
、
一
つ
は
時
代
思

潮
の
品
開
波
が
此
の
山
の
奥
円
い
も
流
込
ん
で
ゐ
ろ
ぜ
い
で
も
あ
ら
う
・
周
閣
の
事

情
的
下
選
境
に
支
配
さ
れ
る
必
要
は
な
い
か
ら
遠
藤
な
〈
弔
っ
て
も
ら
い
六
ぃ
。

口
弓
術
部
の
方
は
反
謝
に
非
常
に
盛
に
な
っ
て
来
六
、
大
正
の
奈
須
奥
一
か
以

て
自
任
し
て
ゐ
る
漣
中
が
廿
人
以
上
も
居
る
か
ら
素
晴
ら
し
い
も
の
花
、
何
時

行
っ
て
L
五
七
人
引
張
っ
て
ゐ
な
い
時
は
な
い
、
そ
れ
さ
云
ふ
の
は
以
前
の
矢

場
の
よ
う
に
矢
の
薮
入
の
慮
ひ
が
全
然
な
く
な
っ
れ
の
之
、
地
方
に
弓
術
が
盛

に
芯
り
競
技
に
出
か
げ
る
者
が
多
く
な
っ
て
来
れ
也
い
で
L
め
ら
う
カ
ヲ
リ

さ
晴
れ
れ
青
空
の
下
で
満
月
の
如
〈
張
つ
穴
弓
の
矢
が
弦
た
離
れ
れ
瞬
間
！
静

か
な
空
気
の
中
た
直
っ
し
ヤ
ら
に
、
的
に
蛍
つ
れ
剃
那
は
、
若
い
青
年
の
血
潮

に
詩
的
な
そ
う
し
て
何
Z
云
へ
な
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
気
分
た
起
さ
ぜ
ろ
か
ら
ナ

ァ
。
ロ
庭
球
部
は
何
さ
云
っ
て
も
・
香
運
動
部
の
オ

1
y
リ
テ
イ
仁
、
毎
日
白

熱
的
な
猛
練
営
た
繍
げ
て
ゐ
る
、

v
y
Mグ
ル
も
目
下
れ
ぱ
ダ
プ
U

も
や
る
、
殊
に

昨
春
以
来
峡
南
庭
球
大
品
目
が
昨
別
々
に
開
か
れ
、
其
の
都
度
出
馬
す
Z
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
一
帯
猛
烈
に
な
っ
て
来
六
i

が
目
下
廿
人
鈴
り
の
プ
ν

1
ヤ
1
の
専

有
物
か
の
よ
う
に
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
か
ら
未
熟
者
も
ド
ジ

y＼
弔
っ
て
も

ら
い
れ
い
球
拾
ぴ
の
学
年
L
m下
っ
て
ゐ
る
聞
に
は
少
し
は
ウ
マ
グ
な
る
。
兎
に

角
一
毎
墜
期
一
向
宛
の
弓
術
及
び
庭
球
の
大
試
A
円
が
一
同
毎
に
慮
大
に
な
り
且
つ

技
術
が
熟
達
し
て
ゆ
く
の
は
喜
ば
し
い
、
本
年
度
の
初
試
A
V
ま
で
に
は
第
二
ヨ

I

ト
た
是
非
共
完
備
す
る
つ
も
り
諸
君
の
努
力
た
望
む
J

口
五
月
廿
四
日
品
開
則

第
十
傑

ι準
じ
て
五
泊
四
日
間
の
復
定
で
中
山
、
東
京
、
日
光
方
面
に
修
皐
族

行
に
山
山
か
げ
穴
（
別
記
事
会
一
阿
川
）
十
月
廿
七
日
に
は
、
撃
制
令
俊
布
第
五
十
記

念
の
陸
上
大
運
動
令
が
開
催
さ
れ
れ
、
式
後
一
臥
に
運
動
に
か
h

つ
土
、
時
に
九

時
l


